
16:7 しかし、わたしは真実を言います。わた

しが去って行くことは、あなたがたにとって益

なのです。それは、もしわたしが去って行かな

ければ、助け主があなたがたのところに来ない

からです。しかし、もし行けば、わたしは助け

主をあなたがたのところに遣わします。

16:8 その方が来ると、罪について、義につい

て、さばきについて、世にその誤りを認めさせ

ます。

16:9 罪についてというのは、彼らがわたしを

信じないからです。

16:10 また、義についてとは、わたしが父のも

とに行き、あなたがたがもはやわたしを見なく

なるからです。

16:11 さばきについてとは、この世を支配する

者がさばかれたからです。

16:12 わたしには、あなたがたに話すことがま

だたくさんありますが、今あなたがたはそれに

耐える力がありません。

16:13 しかし、その方、すなわち真理の御霊が

来ると、あなたがたをすべての真理に導き入れ

ます。御霊は自分から語るのではなく、聞くま

まを話し、また、やがて起ころうとしているこ

とをあなたがたに示すからです。

ヨハネ14:26 しかし、助け主、すなわち、
父がわたしの名によってお遣わしになる聖
霊は、あなたがたにすべてのことを教え、
また、わたしがあなたがたに話したすべて
のことを思い起こさせてくださいます。

　ここで大切なことは、助け主である聖霊が
みことばを解き明かされる方であられるとい
うことである。この方の助けなしに、私たち
は神のことばを正しく理解し、気づきが与え
られたり、真理を悟ったりすることは決して
できない。

ヨハネ15:26 わたしが父のもとから遣わす助
け主、すなわち父から出る真理の御霊が来る
とき、その御霊がわたしについてあかししま
す。

　御霊は常に寄り添い、控えめで自らの存在
を前面に押し出しはしない。常に背後にいて
キリストをあかしし、御子の栄光を輝かせる
存在なのである。私たちのうちに御霊が働い
ているかどうかは、私たちがキリストに栄光
を帰しているか、キリストを高めているか、
自分を吟味すればわかるのである。

　もし私たちが自分の能力や自分のすばらし
さを人に印象づけるような発言や態度をする
ならば、御霊が働いているとは言えない。

ヨハネの福音書 16:7～15

世界を変革する力

　　　　 「ロゴス」

16:14 御霊はわたしの栄光を現わします。わ
たしのものを受けて、あなたがたに知らせる
からです。
16:15 父が持っておられるものはみな、わた
しのものです。ですからわたしは、御霊がわ
たしのものを受けて、あなたがたに知らせる
と言ったのです。

　イエスが十字架にかかられる前の晩に語ら
れた決別説教の中には、聖霊についての教え
が、４回ふれられている。

ヨハネ14:16-17 わたしは父にお願いします。
そうすれば、父はもうひとりの助け主をあな
たがたにお与えになります。その助け主がい
つまでもあなたがたと、ともにおられるため
にです。その方は、真理の御霊です。世はそ
の方を受け入れることができません。世はそ
の方を見もせず、知りもしないからです。し
かし、あなたがたはその方を知っています。
その方はあなたがたとともに住み、あなたが
たのうちにおられるからです。

①内に住まれる聖霊

②教師としての聖霊

③キリストについて証しする聖霊



ヨハネ16:8～11 その方が来ると、罪について、
義について、さばきについて、世にその誤りを
認めさせます。罪についてというのは、彼らが
わたしを信じないからです。
また、義についてとは、わたしが父のもとに行
き、あなたがたがもはやわたしを見なくなるか
らです。さばきについてとは、この世を支配す
る者がさばかれたからです。

　ここでは、世の三つの誤りが取り上げられて
いる。

「罪についてというのは、彼らがわたしを信じ
ないからです」と教えている。つまり、真理を
語っているイエスを信じないことが罪であると
いうことを、聖霊は人々に明らかにしようとさ

れるということである。

「義について」とは、イエスは「わたしが父の

もとに行き、あなたがたがもはやわたしを見な

くなるから」だと説明している。

　それは御子イエスの十字架の死と復活の出来

事を意味しています。「義」とは神と人との正

しいかかわりを意味する。それは「救い」とも
言える。

　神が示した正しいかかわりとは、御父が遣わ
された御子イエスを信じることである。

　御子イエスの十字架の死が自分の罪のあがな
い(身代わり)であったことを知り、死からよみ
がえられたイエスが救い主であることを信じる
ことで、神がその者を義とし、神の子として受
け入れてくださることを意味している。

　しかし、世の理解する義はイエスに対する信
仰によってではなく、自分の行いによって得よ
うとする。聖霊はそうした考えが誤っているこ
とを認めさせるお方である。

　「さばきについて」とは、「この世を支配す
る者がさばかれたから」だとイエスは語ってい
る。「この世を支配する者」とはサタンのこと
である。

　十字架の死と復活によってサタンはすでに敗
北している。

　その力はすでに十字架において無にされてい
る。すでに勝負がついているが、神は今しばら
くこの地上においてサタンの支配を許しておら

れる。

　しかし、やがてサタンは完全に滅ぼされる運
命にある。このさばきについての事実を聖霊は
明らかにしてくれるのである。

ヨハネ3:17～18 神が御子を世に遣わされたの

は、世をさばくためではなく、御子によって世

が救われるためである。御子を信じる者はさば

かれない。信じない者は神のひとり子としての

御名を信じなかったので、すでにさばかれてい

る。

　これは聖霊が、さばきは将来にあるというこ

の世の人々の判断が間違っていることを教えて

いる。つまり、さばきは今、このときに、神が

遣わされた御子を信じるかどうかで決まるとい

うことである。

　罪とか義とかさばきについて語ることは、十

字架を正しく語ることにつながる。

　どんな人にでも、どんなところでも、聖霊の

この世に対する働きを信頼し、私たちは神の喜

びのおとずれと十字架の福音を語るならば、聖

霊が働いてくださるのである。

主の大使としての教会

距離・空間の支配者

④世界を変革する聖霊

　　(1) 罪について
世にその誤りを認めさせる

　　(2) 義について
世にその誤りを認めさせる

　(3) さばきについて
世にその誤りを認めさせる

　　　　さばきは今
御子を信じるかどうかで決まる

聖霊の働きに信頼し
　福音を伝えよう
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